
防災教育チャレンジ
最終報告会資料

　　防災教育　はぶやまプラン
　　　～協力・協賛団体～
　　　　松山市生石公民館
　　　　松山市ＰＴＡ連合会
　　　　赤い羽根募金（資金提供）
　　　　生石小学校ＰＴＡ
　　　　生石保育園
　　　　おはなしの会
　　　　ＪＡＲＬ愛媛支部
　　　　愛媛大学防災センター
　　　　　　　ＲＮＢ南海放送・ＥＡＴ愛媛朝日テレビ
　　　　　　　毎日新聞松山支局　ＮＨＫ松山放送局



１０月　防災下敷き・検討・試作」
１１月　防災下敷き・ラミネート化完成　１２００部配布
１２月　防災下敷きの活用方法についてのモジュール学習検討
１２月　伝言ダイヤルや南海地震についてのモジュール学習（ＮＯ７、８）
　１月　アマチュア無線（模擬災害訓練実演）ＪＡＲＬモジュール学習（ＮＯ９）
　１月　地震の起きるしくみのついて　愛媛大学防災センター高橋教授
　　　　 モジュール学習（ＮＯ１０）
　　　　液状化現象等特別講義（６年）理科特別支援員　池田先生より
　1月 ＡＭ１ＣＨラジオ試作　説明書及び防災時の活用方法説明　　　　
　２月　最終報告として発表
　２月　モジュール資料及び調査結果、保護者アンケート記録等冊子化

　　※４月～９月の取組については中間発表で述べましたので省略します。



キリトリの部分に家庭で話し合ったことや防災学
習に対する要望などを、記入に児童が学級担任
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モジュール（ＮＯ．１０）



モジュール（ＮＯ．７）
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保護者からの返事

自分の家で留守番中に地震が起きたとき、どの部屋にいたらどこ
へ動くか話し合いました。まず、戸を開けること、外へ飛び出さない
ことなどを確認しました。非常用持ち袋の準備が出来ていないので、
家族ひとりずつ必要で、それぞれのリュックに準備を始めようと決
めました。　　　　　　（原文のまま）６年保護者　プランＮＯ１に対する返事



初めて知った防災情報
　

選択率
　

← 　プランＮ０→　
　 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 備　　　考

伝言ダイヤル　７ 66 ●●●●●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
校長訓話

　

アマチュア無線活動　９ 66 ●●●●●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 外部講師

無料自動販売機　５ 55 ●●●●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

液状化現象　１０ 40 ●●●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

地震のメカニズム　１０ 35 ●●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

南海地震について　１０ 26 ●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

生石ツナミの歴史　２ 25 ●●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

ツナミでの避難方法 24 ●●　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 訓　　練　

雨量２００ｍｍ 22 ●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
新聞記事

　

満潮津波２ｍ～３ｍ 21 ●●　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
自主防災

　

携帯使えないダメ 20 ●●　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

地震の強さ 1５ ●● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
外部講師

　

日頃の備え（グッズ） 13 ●　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ネット　

愛媛防災の日 13 ●　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
防災組織資料

　

地震による火事発生 11 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 雑　　誌

地震時冷静さ 9 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 雑　　誌　

生石校避難場所に 9 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 デジカメ　

にげる場所は 8 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 地図下敷き　

ツナミの避難訓練 8 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 報　　道　

生石太郎君防災下敷 8 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
イラストレータ

　

台風の目とは 7 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 赤い羽根募金

通学路の河川増水 5 ● 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
生徒指導

　

防災漫画 1 ●　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 消防クラブ　

調査Ｎ＝１４９
調査日２／１

初めて知ったこと



　 大人・将来 避難場所 みんなの役立 家族で会話 被害最小限 安心安全 　

命守る 0.33 　

日頃備え 　

大人将来 1 0.32 0.38 　

避難場所 0.3 1 0.4７ 0.32 0.30 　

みんな役立 1 0.38 0.44 0.37 　

災害恐ろしい 　

火災防止方法 0.36 　

将来に備える 　

被害最小限 0.32 0.44 1 0.38 　

自分安全 0.32 　

将来役立情報 0.4 0.30 　

非常時に安心 0.37 0.45 　

家族会話 0.4 0.47 0.38 1 0.32 　

ツナミ恐怖 0.30 　

逃げる方法 0.31 　

先進校 0.37 　

避難訓練実施 0.41 0.40 0.36 　

楽しい 0.36 0.36 0.40 0.39 0.41 　

安心・安全 0.30 0.37 0.33 0.38 1 　

はぶ山プランに対するイメージ　相関行列表 　（６年児童Ｎ＝１４９：自由記述→項目化）



一年間の実践の成果
◎日常における防災知識・防災意識の向上

　 ◎緊急時、家族集合場所の確認　　　　　　　　　　
　　　　

• 　防災に関する家族団らん機会増加促進

　　　　 学校→児童→家庭（保護者）→児童→学校（双方向）

• 時代の緊急性の認識（地域・保護者・児童）

• PTA・公民館・アマ無線・PTA連合会諸団体と連携

　　◎１５分モジュールでも防災学習は可能
（イベント性が強い企画＜一年間継続した学習）

• 防災下敷は他校へ啓発活動を促進

• 県下で初めて「ツナミ想定避難訓練」実施
• 教職員の防災への意識改革促進（教務努力）



　防災教育チャレンジプラン実践のた
めに、資金提供賜りありがとうございま

した。
　実感を伴う一年間の成果・実りは今
後の児童の「生き方」に反映されるこ
とを確信します。
　これでおわります。感謝　
　　　　　　　　　　　　生石小学校　校長　立石
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